
 
第３０回 山陰認知症ケア研究会のご案内 

 
認知症ケア専門士単位：３単位 
認知症予防専門士単位：２単位 

認定認知症領域検査技師単位：５単位 
日本作業療法士協会生涯教育制度基礎コース：１ポイント 

 
謹啓 
この度、第 30 回 山陰認知症ケア研究会 を下記の通り開催いたします。 
教育講演に認知症の人とみんなのサポートセンター 代表理事 沖田裕子 先生、特別講演に日本
認知症ケア学会 前理事長 本間昭 先生をお迎えします。教育講演は午前中に開催しますのでご
希望の方はご出席下さい。尚、お弁当のご用意はございません。 

謹白 
 

山陰認知症ケア研究会 代表世話人 浦上克哉 深田美香 
 
※ご注意：認知症ケア専門士単位 3 単位、認知症予防専門士単位２単位、認定認知症領域検査技師単位 5 単位取得出来ますが、 

教育講演から最後までのご参加が条件となります。 
 

日 時 ： 平成 2９年３月１９日 (日) 

午前の部 10:20～12:00 教育講演 

     午後の部 13:20～16:30 一般演題・特別講演 

場 所 ： 米子コンベンションセンター 国際会議室 

会 費 ： 500 円 
 

午前の部 
 

＜開会の辞＞ 鳥取大学医学部保健学科 成人・看護学講座 教授 山本美輪 先生 

＜来賓の挨拶＞ 鳥取県福祉保健部長寿社会課           課長 小澤幸生 氏 

  

【教育講演】 (10：３0～12：０0 ) 
座長  鳥取大学医学部保健学科 成人・看護学講座 教授 山本美輪 先生 

『若年性認知症の本人、家族へのサポート』 

特定非営利活動法人認知症の人とみんなのサポートセンター  

代表理事 沖田 裕子 先生 
 
   

午後の部 
13：05～13：25 

 
【 情報提供 】 

「 認知症：最近の話題 」     エーザイ株式会社 

13：25～14：40 



【 報告・一般演題 】   座長 鳥取大学医学部保健学科 成人･看護学講座 講師 西尾育子 先生 

＜報告 ＞「鳥取県における認知症対策の現状と取組」 

       小澤幸生 

鳥取県福祉保健部長寿社会課 課長 

＜演題１＞「相談窓口への看護師配置について」 

       山崎 隆志      

鳥取県警察本部 交通部運転免許課 管理官  

＜演題２＞「レビー小体認知症を呈する入院患者への食事援助に対する取り組み」 

      ～認知症ケアチームの介入を通して～ 

      須田明美 楠見公義 高須淳司 足立隆彦 

      山陰労災病院 

＜演題３＞「デイサービスに通いながら地域で輝ける時間を作る 

～地域子ども見守り活動を行って～」 

倉光由紀、松本健太郎、景山るみ子 

社会福祉法人こうほうえん デイサービスセンター新さかい幸朋苑 

＜演題４＞「趣味を活かした脳活性リハビリの取り組み」 

      杉谷めぐみ 飯塚信行 佐平登志美 俵智恵美 小田貢 

      弓浜脳活性クラブ若竹庵 

＜演題５＞「頸部血管超音波検査を導入した認知症予防事業の有用性についての調査」 

河月稔 勝俣雄登 中村将太 藤原祐樹 市川隼也 白鷺大輝 岡本実華  

      久保枝里佳 小西明日香 西側未紗 浦上克哉 

      鳥取大学医学部保健学科生体制御学講座  

 

14：40～15：00         ＜ 休憩 ＞ 
 

【特別講演】（１５：００～１６：３０） 

座長 鳥取大学医学部保健学科 生体制御学講座 教授 浦上克哉 先生 

『認知症医療の最新知識』 
一般社団法人日本認知症ケア学会 前理事長 

             本間 昭 先生 
 

＜閉会の辞＞ 鳥取大学医学部保健学科 生体制御学講座 教授 浦上克哉 先生 

 
 

 
 

事務局：〒６８３‐８５０３ 米子市西町８６番地 
鳥取大学医学部保健学科 生体制御学講座 浦上克哉 

 
共催：山陰認知症ケア研究会 エーザイ株式会社 後援：日本認知症ケア学会 日本認知症予防学会 

《山陰認知症ケア研究会ホームページ》

http://netconf.eisai.co.jp/saninnin/ 

次回開催は平成 29 年７月２２日（土）です。 

http://netconf.eisai.co.jp/saninnin/

